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詳細については「日本美しの森 お薦め国有林」のウェブサイト
（http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kokumin_mori/
katuyo/reku/rekumori/）をご覧ください。

山頂から八代海を望む

宇土コース登山口から見る木原山

山の上の巨石群「鬼の岩屋」

「不思議な木」

木
き は ら や ま

原山風景林（熊本県熊本市、宇
う と

土市）

【概要】
　木原山風景林は、熊本市と宇土市にまたがる独立した山の中腹から稜線にかけて広がっていま
す。最高地点である木原山の標高は 314 ｍとあまり高くありませんが、この山自体が平坦な土
地の中にあるため、多くの展望スポットがあります。
　木原山には、弓の名手であった鎮

ちんぜい
西八郎源

みなもとのためとも
為朝（頼朝の叔父）の居城があったと伝えられて

おり、為朝が山を飛ぶ雁
がん

をいつも射落としていたために雁はこの山を避けるように回って通るよ
うになったことから、別名を「雁

がん
回
かいざん

山」と呼ばれるようになったと云われています。

【見どころ】
　山麓には幾つも登山口がありますが、初心者にピッタリのコースも６つ整備されています。い
ずれも１時間程度で山頂に到達することができ、山頂から眼下には、豊かに水を貯えた緑川が熊
本平野の田園地帯を潤し島原湾に注いでいる姿をはじめ、北には金

きんぽうざん
峰山と熊本市街地、東には噴

煙たなびく阿蘇の山々、南には八
やつしろ

代平野、西には八代海上に浮かぶ天草の島々などを一望できま
す。
　道中には、多くの伝説がある「鬼の岩屋」、横に伸びた枝の途中から木が生えているような「不
思議な木」などがあり、訪れる人たちを楽しませてくれます。山麓には日本三大不動尊の一つであ
る木原不動尊や熊本県下で最初の重要文化財となった六

ろくでん
殿神社の朱塗りの楼門などもあります

ので、山登りと併せて立ち寄ってみてはいかがでしょうか。
（外部リンク）https://kumamoto-guide.jp/spots/detail/187

【アクセス】
【公共交通機関の場合】
・ 熊本駅(JR 鹿児島本線：約10 分) →宇土駅
　宇土駅からは
　（熊本バス：約10 分）→木原不動尊前（徒歩：約10 分）→富

とみあい
合コース

　（熊本バス：約20 分）→（乗換：城南）→御
ごりょう

領（徒歩：5 分）→城南コース
　（宇土市ミニバス（水、金曜のみ運行）：約40 分）→宇土スポーツセンター（徒歩：10 分）→宇土コース

【車の場合】九州自動車道
・ 熊本IC （国道57 号経由：約40 分) →雁回公園駐車場
・ 松橋IC（国道218 号：10 分) →東阿高コース入口付近駐車場
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新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
は
、
令
和
３
年
７
月・

８
月
の
豪
雨
を
は
じ
め
と
す

る
自
然
災
害
に
よ
り
、
全
国

各
地
で
甚
大
な
被
害
が
生
じ

ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の
方
々

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
で
復
旧
・
復
興
に
御
尽

力
さ
れ
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
林
野
庁
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
全
国
の
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援
等
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
は
、
毎
年
の
よ
う
に
大
規
模
な
豪
雨
災
害
や
土
砂
災
害
な
ど
が

頻
発
し
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
へ
の
危
機
感
も
増
し
て
お
り

ま
す
。
林
野
庁
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
国
民
の
皆
様
の
生
命
と
生
活
を

守
る
べ
く
、
森
林
の
有
す
る
山
地
災
害
防
止
機
能
や
水
源
涵
養
機
能
の

よ
り
一
層
の
強
化
に
向
け
て
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の

森
林
整
備
や
治
山
対
策
等
の
取
組
の
加
速
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
と
あ
わ
せ
て
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実
現
に
向
け
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
も
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
戦
後
、
先
人
た
ち
が
守
り
育
て
て
き
た
人
工
林

の
多
く
が
成
熟
し
、
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
る
現
在
、
豊
富
な

森
林
資
源
を
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
」
と
い
う
持
続
的
な
サ
イ

ク
ル
で
活
用
し
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
６
月
に
新
た
な
「
森
林・林
業
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

今
後
の
森
林
・
林
業
施
策
の
指
針
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
計
画

は
、
①
森
林
資
源
の
適
正
な
管
理
・
利
用
、
②
「
新
し
い
林
業
」
に
向

け
た
取
組
の
展
開
、
③
木
材
産
業
の
国
際
競
争
力
・
地
場
競
争
力
の
強

化
、
④
都
市
等
に
お
け
る
「
第
２
の
森
林
」
づ
く
り
、
⑤
新
た
な
山
村

価
値
の
創
造
と
い
う
５
つ
の
柱
を
通
じ
て
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

の
持
続
性
を
向
上
さ
せ
な
が
ら
成
長
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
社
会
、

経
済
、
生
活
の
向
上
と
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
寄
与

す
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
基
本
計
画
実
施
の
初
年
度
で
あ
り
、
計
画
の
実
現
に
向
け
た

積
極
的
な
動
き
が
多
数
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
基
本
計
画
の
策
定
に
先
行
し
、
昨
年
３
月
に
は
「
森
林
の
間

伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
一
部
を
改
正
し
、
同

法
に
基
づ
く
間
伐
等
の
支
援
措
置
の
期
限
を
延
長
し
、
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
等
を
用
い
て
再
造
林
を
促
進
す
る
措
置
を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。

高
齢
級
化
の
進
む
我
が
国
の
人
工
林
に
若
い
木
を
増
や
す
こ
と
は
、
森

林
資
源
の
循
環
利
用
に
欠
か
せ
な
い
と
同
時
に
、
二
酸
化
炭
素
の
森
林

吸
収
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
寄
与
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
10
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」
の
２
０
３
０
年
度
の

森
林
吸
収
量
目
標
約
３
，
８
０
０
万
Ｃ
Ｏ
２
ト
ン
（
２
０
１
３
年
度
総

排
出
量
比
約
２・７
％
）
と
い
う
目
標
達
成
の
重
要
な
手
段
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
再
造
林
の
支
援
の
ほ
か
、
効
率
的
か
つ
安
定
的

な
林
業
経
営
の
育
成
を
図
る
た
め
、
国
有
林
に
お
い
て
樹
木
採
取
権
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
民
有
林
か
ら
の
木
材
供
給
を
補
完
す

る
形
で
、
国
有
林
か
ら
一
定
期
間
・
安
定
的
に
樹
木
を
採
取
で
き
る
樹

木
採
取
区
を
全
国
で
10
カ
所
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に
指
定
し
、
昨
年
９
月
か

ら
樹
木
採
取
権
者
の
公
募
を
開
始
し
て
お
り
、
今
後
、
順
次
樹
木
採
取

権
者
が
決
定
す
る
見
込
み
で
す
。

　
さ
ら
に
、
木
材
は
他
の
資
材
と
比
べ
て
製
造
時
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
も
少
な
く
、
木
造
化
・
木
質
化
し
た
建
築
物
は
炭
素
を
貯
蔵
で
き
る

と
い
う
点
か
ら
、
木
材
利
用
の
促
進
は
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
達
成
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
川
上
で
の
木
材

の
安
定
供
給
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
受
け
皿
と
な
る
川
下
の
木

材
需
要
拡
大
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
新
し
い
一
歩

と
し
て
、
昨
年
10
月
に
は
、「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資

す
る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
と
し
て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
法
に
よ
り
、
木
材
利
用

促
進
の
対
象
が
公
共
建
築
物
か
ら
建
築
物
一
般
に
拡
大
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
建
築
物
に
お
い
て
よ
り
一
層
の
木
材
利
用
の
促
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
利
用
の
促
進
に
向
け
て
、
川

上
か
ら
川
下
ま
で
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
意
見
交
換
を
行
う
「
ウ
ッ

ド
・
チ
ェ
ン
ジ
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
幅
広
い
関

係
者
の
連
携
に
よ
り
木
材
利
用
の
定
着
と
普
及
を
国
民
運
動
と
し
て
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え
て
、
木
造
化
・
木
質
化
が
進
ん
で
い
な
い

中
高
層
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や

木
質
耐
火
部
材
等
の
技
術
開
発
・
普
及
と
と
も
に
、
木
材
利
用
に
よ
る

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
を
「
見
え
る
化
」
す

る
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
、
昨
年
の
大
き
な
出
来
事
と
し
て
、
木
材
の
世
界
的
な
需

要
の
増
加
や
海
運
コ
ス
ト
の
上
昇
等
に
伴
う
輸
入
木
材
の
価
格
高
騰
が

発
生
し
ま
し
た
。
輸
入
木
材
の
供
給
リ
ス
ク
が
改
め
て
顕
在
化
し
た
と

言
え
ま
す
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
に
は
、
国
産
材
の
安
定

供
給
に
向
け
た
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
原
木
の
安
定

的
な
供
給
に
向
け
た
間
伐
や
路
網
整
備
等
の
取
組
の
さ
ら
な
る
推
進
、

加
工
施
設
整
備
等
に
よ
る
国
産
材
製
品
の
競
争
力
・
供
給
力
強
化
、
輸

入
木
材
に
代
替
で
き
る
よ
う
な
国
産
材
製
品
等
の
利
用
促
進
を
通
じ

て
、
海
外
市
場
の
影
響
を
受
け
に
く
い
需
給
構
造
の
構
築
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
及
び
全
国
７
地
区
に
お
い
て
、
川

上
か
ら
川
下
ま
で
の
関
係
団
体
の
皆
様
に
よ
る
需
給
情
報
連
絡
協
議
会

を
３
巡
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、
正
確
な
需
給
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
不
足
す
る
建
築
部
材
に
つ
い
て
輸
入
材
か
ら
国
産
材
へ
転
換
す
る

事
例
や
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
木
材
の
人
工
乾
燥
施
設
を
新

規
導
入
す
る
事
例
な
ど
を
共
有
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
取
組
が
全
国

各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
林
野
庁
と
し
て
も
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
持
続
と
成
長
を
促
し
、
社
会
経
済
生
活

の
向
上
と
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
寄
与
す
る
グ
リ
ー

ン
成
長
の
達
成
に
向
け
、
昨
年
の
取
組
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
て
い
け
る

よ
う
、
そ
し
て
我
が
国
に
暮
ら
す
全
て
の
皆
様
が
森
林
の
恵
み
を
末
永

く
享
受
で
き
る
よ
う
、
全
身
全
霊
を
も
っ
て
日
々
邁
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。
本
年
も
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
の
、
そ
し
て
国
民
の

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
現
在
直
面
し
て
い
る
未
曽
有
の
課
題
を
打
破
し
、
本
年
が

皆
様
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

林
野
庁
長
官　

天
羽 

隆

年
頭
所
感
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　林業労働災害の発生率は、他産業と比べて極め
て高い状況が続いています。そこで、令和３年６
月に閣議決定された新たな「森林・林業基本計画」
では、今後10年を目途として発生率を半減させ
ることを目指して労働安全対策を強化することと
しました。そして今般、林業労働安全に資する効
果的な対策を講じる観点から、近年の林業労働災
害の発生状況を分析し、その結果を踏まえた留意
事項（※）を林野庁長官通知として取りまとめました
ので、その内容について紹介します。

※留意事項は、https://www.rinya.maff.go.jp/j/routai/anzen/kyouka.htmlでも掲載しています。

林業労働安全対策の
強化について
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背
景

　
林
業
の
労
働
災
害
の
発
生
件
数
は
、
長

期
的
に
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
近
年

は
ほ
ぼ
横
ば
い
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図

１
）。
労
働
災
害
の
発
生
率
を
示
す
死
傷

年
千
人
率
（
労
働
者
千
人
当
た
り
１
年
間

に
発
生
す
る
（
休
業
４
日
以
上
の
）
死
傷

者
数
）
は
、
全
産
業
平
均
の
10
倍
を
超
え

て
お
り
、
全
産
業
中
最
も
高
い
値
で
推
移

し
て
い
ま
す
（
図
２
）。
こ
の
よ
う
な
状
況

は
、
林
業
へ
の
新
規
就
業
者
の
確
保
や
定

着
、
林
業
事
業
体
の
育
成
に
も
影
響
を
与

え
、
林
業
が
持
続
可
能
な
産
業
と
し
て
成

長
し
て
い
く
上
で
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
３
年
６
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
新
た
な
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」

に
お
い
て
、
将
来
の
林
業
従
事
者
の
育
成

と
確
保
の
た
め
に
労
働
環
境
を
改
善
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
10
年
を
目

途
と
し
て
、
死
傷
年
千
人
率
を
半
減
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
労
働
安
全
対
策
を
強

化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
労
働
安
全
確
保
の
効
果

的
な
対
策
を
実
施
す
る
観
点
か
ら
、
近
年

の
林
業
労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
分
析

し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
対
策
を
進

め
る
た
め
の
留
意
事
項
を
整
理
し
、
林
野

庁
長
官
通
知
と
し
て
各
都
道
府
県
や
林
業

関
係
団
体
等
へ
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

留
意
事
項
の
内
容

　
こ
の
留
意
事
項
は
、
労
働
安
全
確
保
の

取
組
を
推
進
す
る
た
め
に
、
林
業
経
営
体

の
経
営
者
（
以
下
「
経
営
者
」
と
い
う
。）

と
現
場
の
林
業
従
事
者
（
以
下
「
従
事
者
」

と
い
う
。）
が
行
う
取
組
内
容
を
示
し
て
お

り
、
主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
法
令
等
遵
守
の
徹
底

　
厚
生
労
働
省
の
労
働
基
準
関
係
法
令
違

反
に
係
る
公
表
事
案
で
は
、
林
業
関
係
と

思
わ
れ
る
事
案
も
複
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
労
働
安
全
衛
生
法

令
、「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業

の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以

下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。）
等
で
定

林業労働安全対策の強化について

図１　林業死傷災害件数の推移

図２　死傷年千人率の推移

資料：労働者死傷病報告（厚生労働省）

資料：	業種別死傷年千人率（厚生労働省）
注１：	死傷年千人率とは、労働者 1,000 人あたり１年間に発生する死傷者数（休業４日以上）の割合。
注２：	平成 24 年より算定基礎を「労働者災害補償保険事業年報」及び「労災保険給付データ」から「労働者

死傷病報告書」及び「総務省労働力調査」に変更。
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ま
す
（
表
１
）。
ま
た
、
林
業
作
業
中
の
ケ

ガ
と
し
て
は
、
立
木
等
が
激
突
す
る
事
故

に
次
い
で
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
切
創

（
切
り
傷
）
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
伐
木
等
の
機
械
や
走
行

集
材
機
械
等
の
林
業
機
械
に
よ
る
事
故
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
伐
木
作
業
時
の
安
全
対
策

を
徹
底
す
る
た
め
に
は
、
経
営
者
の
方

は
、
伐
採
を
行
う
現
場
の
作
業
計
画
書

の
作
成
、
作
業
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
ヒ
ヤ

リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
の
共
有
、
危
険
予
知
訓

練
（
以
下
「
Ｋ
Ｙ
Ｔ
活
動
」
と
い
い
ま

す
。）
の
実
施
に
よ
り
、
従
事
者
に
対
し
て

労
働
災
害
の
危
険
予
知
の
注
意
喚
起
を
行

う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
従
事
者
の

方
は
、
か
か
り
木
に
よ
る
災
害
が
多
く
発

生
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
労
働
安
全

衛
生
規
則
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
定
め
ら
れ

た
か
か
り
木
処
理
の
禁
止
事
項
の
遵
守
、

め
ら
れ
た
禁
止
事
項
や
遵
守
事
項
が
守
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
労
働
災
害
と

な
っ
た
も
の
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
経
営
者
の
方
に
は
、
労
働
安
全
関
係

の
研
修
や
講
習
会
に
参
加
し
、
自
ら
労
働

安
全
対
策
の
認
識
を
高
め
る
こ
と
や
従
事

者
に
関
係
法
令
等
の
遵
守
を
徹
底
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
従
事

者
の
方
は
、
関
係
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
に
則
っ
た
作
業
方
法
等
を
徹
底
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
伐
木
作
業
等
の
安
全
対
策
強
化

　
林
業
の
死
亡
災
害
の
約
７
割
が
伐
木
作

業
時
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
伐
木
作

業
時
の
死
亡
災
害
の
要
因
を
分
析
す
る

と
、
伐
倒
対
象
木
に
よ
る
も
の
が
約
半
分

を
占
め
ま
す
（
図
３
）。
伐
倒
対
象
木
の
状

態
を
さ
ら
に
調
べ
て
い
く
と
、
か
か
り
木

が
関
係
し
て
い
る
事
案
が
多
く
な
っ
て
い

資料：	令和 2 年度農林水産業・食品産業における労働安全強化対策推進事業のうち新
たな現場の作業安全対策の実現に向けた調査委託事業（令和 3 年 3 月）を一部
改変

   注：	平成 29 年から令和元年の林業死亡災害 128 件について分析
その他は、地山・岩石、機械集材装置・運材索道等

その他,
30

既伐倒木,
8

危険木,
11

車両系
機械,
17

伐倒対象木,
62

図４　経験年数・年齢別の林業死亡事故件数

資料：	令和 2 年度農林水産業・食品産業における労働安全強化対策推進事業のうち
新たな現場の作業安全対策の実現に向けた調査委託事業（令和3年3月）より

　注：	平成 29 年から令和元年までの死亡災害 82 件について分析

表１　作業種類と誘因事象による分類

資料：	令和 2 年度農林水産業・食品産業における労働安全強化対策推進事業のうち新
たな現場の作業安全対策の実現に向けた調査委託事業（令和 3 年 3 月）より

図３　起因物別の林業死亡事故の発生件数
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資料：	令和 2 年度農林水産業・食品産業における労働安全強化対策推進事業の
うち新たな現場の作業安全対策の実現に向けた調査委託事業（令和 3 年
3 月）より

　注：	平成 29 年から令和元年の死亡事故 128 件について分析

切
創
防
止
用
保
護
衣
等
の
安
全
装
備
を
着

用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

③
経
験
年
数
の
少
な
い

　
従
事
者
へ
の
安
全
対
策
強
化

　
経
験
年
数
が
少
な
い
従
事
者
は
、
年
齢

に
関
わ
ら
ず
死
亡
災
害
の
発
生
件
数
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）。
そ
の
た
め
、

経
営
者
の
方
は
、
作
業
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
の
共
有
、
Ｋ

Ｙ
Ｔ
活
動
の
実
施
に
よ
る
作
業
時
の
危
険

予
知
情
報
の
共
有
、
熟
練
従
事
者
に
よ
る

安
全
指
導
や
伐
倒
技
術
研
修
を
受
講
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
従
事
者
の
知
識
・
技

術
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
従
事
者
の
方
は
、
指
差
呼
称
の
実

施
等
に
よ
り
安
全
な
伐
倒
方
向
を
確
認
の

上
、
正
し
い
追
い
口
・
受
け
口
を
作
成
し

て
伐
倒
作
業
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
か
か
り
木
処
理
等
の
対
応
が
困
難

な
時
に
は
、
熟
練
者
に
相
談
す
る
な
ど
単

独
で
危
険
な
作
業
は
行
わ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

④
小
規
模
な
林
業
経
営
体
の

　
安
全
対
策
強
化

　
経
営
規
模
別
の
死
傷
災
害
を
グ
ラ
フ
に

す
る
と
、
従
業
員
が
９
人
以
下
の
小
規
模

な
経
営
体
で
災
害
の
発
生
件
数
や
発
生
率

が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
図
５
、
図

６
）。
こ
の
た
め
、
経
営
者
の
方
は
、
労
働

安
全
衛
生
法
令
、
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

遵
守
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
作
業
前

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や 

Ｋ
Ｙ
Ｔ
活
動
の
実
施
に

よ
る
従
事
者
と
の
安
全
意
識
の
共
有
、
外

部
で
実
施
さ
れ
る
技
術
研
修
や
安
全
講
習

会
等
へ
の
参
加
、
緊
急
連
絡
体
制
の
整
備

な
ど
の
安
全
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
⑤
経
験
豊
富
な
従
事

林業労働安全対策の強化について

図５　経営規模別の死亡事故の発生状況

図６　経営規模別の傷害事故の発生状況

資料：	令和 2 年度農林水産業・食品産業における労働安全強化対策推進事業のう
ち新たな現場の作業安全対策の実現に向けた調査委託事業（令和 3 年 3 月）
より

　注：	平成 29 年から令和元年の傷害事故 3800 件について分析

写真　説明会（キャラバン）の様子
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　我が国の森林・林業を取り巻く状況を見ますと、戦後造成された人工林を中心に、森林資源が成熟し
て本格的な利用期を迎えており、その豊富な森林資源を「伐って、使って、植えて、育てる」という形
で循環利用しながら、林業・木材産業の成長産業化と森林資源の適切な管理を両立させることが急務と
なっています。
　このためには、長期にわたる持続的な経営を実現させる林業経営体の育成と、現場での作業を担う林
業従事者の安定的な確保が不可欠です。また、新規就業者の確保に加え、既に就業されている方の林業
への定着を促すためには、所得や福利厚生といった就業条件の一層の改善に加え、全産業の中で最も高
い労働災害発生率となっている就労環境を改善することが重要な課題であると考えております。
　このような状況を踏まえ、林野庁では、本年２月、有識者会議での議論を踏まえた「農林水産業・食
品産業の作業安全のための規範」を策定するとともに、本年６月には森林・林業基本計画を閣議決定
し、同計画において、今後 10 年を目途とし、林業の労働災害の発生率を示す死傷年千人率を半減させ
ることを目指して労働安全対策を強化していくことを明記したところです。
　そして、今般、林業の労働安全確保対策を効果的に進める観点から、最近の林業労働災害の発生状況
の分析結果を基に、林業経営体及び林業従事者の方々が安全対策を進めるに当たっての留意事項を取り
まとめた「林業労働安全対策の強化について」（令和３年 11 月 24 日付け３林政経第 322 号）を発出
することとしたところです。
　安全な職場環境は、経営者、従事者、その家族、そのほか全ての関係者の方々の日々の幸せに繋がる
ものであり、かけがえのないものです。また、経営が継続発展するための前提であります。
　林野庁としては、不幸な労働災害事故が起きることがないよう、その撲滅に向け、厚生労働省等関係
機関や林業関係団体、さらには地域の皆様方とも連携を図りつつ、今後も努力していく所存ですので、

地方公共団体、林業関係団体、林業経営体等の皆様に
は、林業労働災害の未然防止に向けた一層の取組につ
いて御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願い
いたします。

令和３年11月24日
林野庁長官　　天羽　隆

者
へ
の
安
全
対
策
強
化
や
、
⑥
高
齢
従
事

者
へ
の
安
全
対
策
強
化
、
⑦
地
域
や
現
場

の
状
況
に
応
じ
た
林
業
労
働
災
害
の
予

防
、
⑧
緊
急
連
絡
体
制
の
整
備
、
⑨
一
人

親
方
等
の
対
応
と
い
っ
た
項
目
に
つ
い
て

も
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
一
度
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
留
意
事
項
の
内
容
に
つ
い
て
、
各

都
道
府
県
を
訪
問
す
る
説
明
会
（
キ
ャ
ラ

バ
ン
）
を
実
施
し
て
お
り
、
都
道
府
県
の

職
員
の
方
を
は
じ
め
、
地
域
の
林
業
経
営

者
の
方
に
も
留
意
事
項
の
周
知
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
写
真
）。

最
後
に

　
林
業
労
働
災
害
の
発
生
抑
制
や
未
然
防

止
に
向
け
て
は
、
経
営
者
と
従
事
者
に
加

え
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、
林
業
関
係
団

体
等
の
林
業
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
関
係

す
る
皆
様
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
長
官
通
知
を
発
出
し
た
際
に

林
野
庁
長
官
か
ら
発
表
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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木
で
暮
ら
し
と
社
会
を
豊
か
に
す
る
モ
ノ
・
コ
ト
を
表
彰

「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
１
」最
優
秀
賞
等
が
決
定
！

TOPICS

01

　
「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
１
」の
表
彰
式
が
12

月
８
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
は
、木
に
ま
つ
わ
る
優
れ
た

モ
ノ
・
コ
ト
を
表
彰
す
る
顕
彰
制
度
で
す
。木
材
の

利
用
拡
大
の
た
め
に
は
、消
費
者
の
皆
さ
ん
に
、木
の

良
さ
や
価
値
を
再
発
見
で
き
る
建
物
、製
品
、取
組
な

ど
具
体
的
に
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
考
え
か
ら

２
０
１
５
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
７
回
と
な
る
今
年
度
は
、全
国
各
地
か
ら
４
３
３

点
の
応
募
が
あ
り
、１
９
１
点
が
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、こ
の
受
賞
作
品
の
中
か

ら
、最
優
秀
賞（
農
林
水
産
大
臣
賞
）1
点
、優
秀
賞（
林

野
庁
長
官
賞
）９
点
、奨
励
賞（
審
査
委
員
長
賞
）15
点

が
選
ば
れ
、12
月
８
日（
水
）、東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
催
さ
れ
た「
エ
コ
プ
ロ
２
０
２
１
」に
て
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。当
省
か
ら
は
下
野
大
臣
政
務
官
が
出

席
し
、祝
辞
と
と
も
に
最
優
秀
賞
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ 

Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ

Ｅ
が
受
賞
し
ま
し
た
。讃
岐
の
山
々
と
瀬
戸
内
海
が
共

存
す
る
三
棟
か
ら
な
る
一
棟
貸
し
宿
泊
施
設
で
す
。Ｕ

Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ 

Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
を
は
じ
め
今
回

の
上
位
賞
で
は
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
協
働

に
よ
る
、木
材
・
森
林
利
用
の
新
た
な
価
値
を
創
出
し

た
も
の
や
、新
た
な
生
活
様
式
を
反
映
し
た
も
の
が
数

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
幅
広
い
分
野
・
業
種
の
方
々
の
参
加
に
よ

り
、新
し
く
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
多
様
な
木
の
デ
ザ

イ
ン
が
生
み
出
さ
れ
、木
材
の
利
用
が
更
に
広
が
り
、

木
の
あ
る
暮
ら
し
の
実
現
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構

築
に
資
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ 

Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ

㈱
金
丸
工
務
店（
香
川
県
）、瀬
戸
内
ビ
レ
ッ
ジ
㈱（
香
川
県
）

　

地
域
の
11
の
事
業
者
の
連
携
に
よ
る
、地
域
の
資
源

と
文
化
を
活
か
し
た
宿
泊
施
設
で
あ
り
、多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
参
画
、

観
光
や
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
と

の
連
動
、環
境

へ
の
配
慮
な
ど

あ
ら
ゆ
る
点
で

高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
１

上
位
賞
作
品

最
優
秀
賞（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門 

建
築
・
空
間
分
野
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タ
ク
マ
ビ
ル
新
館（
研
修
セ
ン
タ
ー
）

〈
建
築
・
空
間
分
野
〉　

㈱
タ
ク
マ（
兵
庫
県
）ほ
か

　

木
造
と
鉄
骨
造
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
の
６
階
建

て
建
物
。内
と
外
か
ら
木
の
意
匠
を
見
せ
、オ
フ
ィ
ス

の
木
造
・
木
質
化
を「
見
せ
る
」先
導
的
な
デ
ザ
イ
ン
で

あ
り
、構
造
体
と

し
て
の
木
を
感
じ

さ
せ
る
こ
と
で

温
か
み
を
も
た
ら

す
、柔
ら
か
か
つ

洗
練
さ
れ
た
建
築

物
と
し
て
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

ザ
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
キ
ャ
ン
バ
ス
札
幌
大
通
公
園

〈
建
築
・
空
間
分
野
〉　

三
菱
地
所
㈱（
東
京
都
）ほ
か

　

床
材
に
ト
ド
マ
ツ
、ル
ー
バ
ー
に
タ
モ
な
ど
、北
海

道
産
材
を
積
極
的
に
活
用
し
、木
質
感
を
感
じ
ら
れ
る

空
間
を
つ
く
り
、宿
泊
客
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時
間

を
提
供
し
て
い
る
点
や
、上
層
３
階
を
木
造
に
す
る
こ

と
で
建
築
物
と
し
て

の
重
量
を
抑
え
る
な

ど
木
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
す
こ
と
が
考
え

ら
れ
て
い
る
点
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ

〈
建
築
・
空
間
分
野
〉　

各
務
原
学
び
の
森
㈱（
岐
阜
県
）ほ
か

　

岐
阜
県
各
務
原
市
が
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
を
活
用

し
て
市
民
公
園
の
近
く
に
整
備
し
た
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
全
天
候
型
屋
内
施
設
。

「
森
の
中
の
賑
わ
い
あ
る
新

し
い
ま
ち
の
顔
」に
し
よ
う

と
建
物
や
遊
具
は
す
べ
て

岐
阜
県
産
木
材
を
使
用
。

子
ど
も
の
感
性
を
高
め
、思

い
っ
き
り
身
体
を
動
か
せ

る
よ
う
工
夫
が
さ
れ
た
質

の
高
い
木
造
施
設
と
し
て

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｓ
須
磨
海
岸

〈
建
築
・
空
間
分
野
〉　

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ（
東
京
都
）ほ
か

　

神
戸
市
の「
公
募
型
海
の
家
」と
し
て
建
設
。海
の
家

と
い
う
一
時
的
な
中
規

模
施
設
に
木
造
建
築
の

良
さ
を
訴
求
。屋
根
に
使

用
し
た
パ
ネ
ル
材
は
Ｃ

Ｌ
Ｔ
の
製
造
過
程
で
生

じ
る
巾
は
ぎ
板
を
使
っ

て
お
り
、そ
れ
が
軽
や
か

で
自
然
な
風
合
い
を
醸

し
出
す
点
な
ど
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

木
製
の
冷
凍
ご
飯
容
器「
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
」

〈
木
製
品
分
野
〉　

㈲
大
橋
量
器（
岐
阜
県
）ほ
か

　

御
飯
を
入
れ
て
冷
凍
し
て
お
け
ば
、電
子
レ
ン
ジ
で

温
め
た
時
に
、ま
る
で
炊

き
た
て
の
よ
う
に
美
味

し
く
冷
凍
御
飯
が
よ
み

が
え
る「
枡
の
お
ひ
つ
」。

家
時
間
が
長
く
な
る
昨

今
に
お
い
て
、お
い
し
く

温
か
い
御
飯
を
食
べ
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
ヒ

ノ
キ
の
機
能
性
を
使
っ

て
応
え
た
、ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
提
案
型
の
作
品
と

し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞（
林
野
庁
長
官
賞
）

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門

ハ
ー
ト
フ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門
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山
男
の
ガ
チ
ャ

〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野
〉　

㈱
東
京
チ
ェ
ン

ソ
ー
ズ（
東
京
都
）

　

木
を
１
本
ま
る
ご
と
活
か
す
取
組
み
の
一
環
で
誕
生
。

東
京
都
檜
原
村
の
山
で
伐

採
し
た
木
の
未
利
用
部
位

を
加
工
し
て
作
っ
た
雑
貨

等
を
販
売
。玩
具
の
ガ
チ
ャ

ガ
チ
ャ
を
ヒ
ン
ト
に
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
と
て
も
面
白
く
、山
側
へ

の
利
益
還
元
の
新
た
な
試

み
で
あ
る
点
な
ど
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

浜
松
料
理　

娯
座
樓

〈
建
築
・
空
間
分
野
〉　

㈱
ド
ル
フ
ィ
ン
キ
ッ
ズ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン（
静
岡
県
）ほ
か

　

地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
飲
食
店
。食

材
、木
材
な
ど
地
域
資
源
を

活
用
し
、地
域
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
る
。川
上
か
ら
川

下
ま
で
の
地
域
の
事
業
者

が
協
働
に
よ
り
流
通
の
効

率
化
、製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

高
付
加
価
値
化
に
取
り
組

む
好
事
例
と
し
て
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

木
と
暮
ら
す
デ
ザ
イ
ン
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野
〉　

京
都
市（
京
都
府
）ほ
か

　

つ
な
ぐ
、つ
か
う
、つ
た
え
る
の
３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
か
ら
、現
代
の
暮
ら
し
に
マ
ッ
チ
す
る
木
の
使
い
方

を
デ
ザ
イ
ン
、発
信
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構

築
。自
治
体
に
よ
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
開

発
型
の
提
案
。多
様

な
事
業
者
や
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
協
働
し
ク
オ

リ
テ
ィ
の
高
い
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
を
生
み
出

し
て
い
る
点
も
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

木
造
大
型
パ
ネ
ル
に
よ
る
製
造
・
物
流
・
施
工

の
合
理
化
技
術

〈
技
術
・
研
究
分
野
〉　

ウ
ッ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
㈱（
千
葉
県
）ほ
か

　

木
造
大
型
パ
ネ
ル
は
、設
計
図
書
で
は
表
現
さ
れ
て

い
な
い
細
部
の
納
ま
り
を
、デ
ジ
タ
ル
で
詳
細
な
施
工

図
で
表
現
す
る
こ
と
で

実
現
。情
報
処
理
、工
場

生
産
、現
場
生
産
を
一
体

的
に
実
行
す
る
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し

て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
の
展
開
に
つ
な
が
る
取
組
な
ど

　

表
彰
式
と
と
も
に
、受
賞
作
品
の
展
示
、受
賞
者
や

審
査
委
員
が
受
賞
作
品
に
つ
い
て
語
る
セ
ミ
ナ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。12
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
開
催
さ
れ

た「
エ
コ
プ
ロ
２
０
２
１
」内
に
会
場
を
設
け
た
こ
と

も
あ
り
、多
く
の
来
場
者
が
足
を
止
め
、作
品
を
熱
心

に
観
覧
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、表
彰
式
に
続
い
て
一
般
社
団
法
人
日
本
ウ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
協
会
の
設
立
記
念
発
表
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。日
本
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
協
会
は
、建
築
家
の
隈

研
吾
氏
を
会
長
と
し
、２
０
２
１
年
11
月
18
日（
木
）

に
設
立
し
た
法
人
で
あ
り
、異
業
種
間
連
携
や
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
等
に
よ
り
、木
を
活
用
し
て
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
を
図
り
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
は
、

２
０
２
２
年
か
ら
同
協
会
が
運
営
主
体
と
な
り
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門
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令和４年度予算概算決定及び
令和３年度補正予算の概要

TOPICS

02

　

12
月
24
日
に
令
和
４
年
度
当
初
予
算
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、20

日
に
は
令
和
3
年
度
補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。令
和
４
年
度
予
算
は
、

令
和
３
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
、総
額
４
，２
２
７
億
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。特
に
林
野
公
共
関
係
予
算（
治
山
事
業
・
森
林
整
備
事
業
）は
、令
和
４

年
度
予
算
１
，８
６
９
億
円
、令
和
３
年
度
補
正
予
算
７
６
７
億
円
の
ほ
か
、

（
当
初
・
補
正
か
ら
）路
網
の
整
備
・
機
能
強
化
対
策（
非
公
共
）64
億
円
を
措

置
し
、総
額
２
，７
０
０
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

主
要
事
業
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

森
林
整
備
事
業    　

   　
　
　

 【
４
当
初：１
，２
４
８
億
円
、３
補
正：４
６
１
億
円
】

　　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
た
グ
リ
ー
ン
成
長
を
実
現
す
る
た
め
、森
林
吸
収
量
の
確

保・強
化
や
国
土
強
靱
化
、林
業
の
持
続
的
発
展
等
を
図
る
べ
く
、間
伐
の
着
実
な
実
施
に
加
え
、主

伐
後
の
再
造
林
の
省
力
化・低
コ
ス
ト
化
や
、幹
線
と
な
る
林
道
の
開
設・改
良
等
を
推
進
し
ま
す
。

治
山
事
業    　

  　
　
　
　
　
　

 【
４
当
初：６
２
０
億
円
、３
補
正：３
０
６
億
円
】

　　
豪
雨
や
豪
雪
、地
震
等
激
甚
か
つ
同
時
多
発
化
す
る
災
害
に
対
応
し
、国
土
強
靱
化
を
図
る
た
め
、

流
域
治
水
と
連
携
し
た
治
山
対
策
の
強
化
や
、十
分
な
工
期
確
保
、施
設
の
機
能
強
化
な
ど
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
対
策
の
強
化
、津
波
に
強
い
海
岸
防
災
林
の
全
国
的
な
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

森
林・林
業・木
材
産
業
グ
リ
ー
ン
成
長
総
合
対
策
等    　

  
 【

４
当
初：１
１
７
億
円
、３
補
正：４
９
５
億
円
の
内
数
】

　　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
た
森
林・林
業・木
材
産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
を
実
現

す
る
た
め
、川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
取
組
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

〈「
新
し
い
林
業
」に
向
け
た
林
業
経
営
育
成
対
策
〉

　
伐
採
か
ら
再
造
林・保
育
に
至
る
収
支
を
プ
ラ
ス
転
換
す
る「
新
し
い
林
業
」を
実
現
す
る
た
め
、

新
た
な
技
術
の
導
入
に
よ
る「
新
し
い
林
業
」経
営
モ
デ
ル
の
構
築
、森
林
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
に
よ
る

経
営
力
向
上
、研
修
等
を
通
じ
た
労
働
安
全
強
化
対
策
等
の
取
組
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

〈
林
業・木
材
産
業
成
長
産
業
化
促
進
対
策
〉

　
長
期
に
わ
た
る
持
続
的
な
林
業
経
営
を
確
立
す
る
た
め
、搬
出
間
伐
や
主
伐
と
再
造
林
を
一
貫

し
て
行
う
施
業
、路
網
の
整
備・機
能
強
化
、高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、再
造
林
の
推
進
に
資
す
る

コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
基
盤
施
設
の
整
備
、出
荷
ロ
ッ
ト
の
大
規
模
化
の
た
め
の
共
同
販
売
体
制
の
構

築
、輸
入
木
材
の
不
足
へ
の
対
応
も
視
野
に
入
れ
た
木
材
加
工
流
通
施
設
、特
用
林
産
振
興
施
設
や

木
造
公
共
建
築
物
の
整
備
等
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

〈
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
総
合
対
策
〉

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
資
源
管
理・生
産
管
理
を
行
う
ス
マ
ー
ト
林
業
、早
生
樹・エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等

の
苗
木
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
採
種
穂
園
の
整
備
、造
林
作
業
の
自
動
化
機
械
や
木
質
系
新
素
材

の
開
発
、ス
マ
ー
ト
林
業
に
関
す
る
教
育
等
に
よ
る「
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」の
取
組
を
支
援
し
ま

す
。

〈
建
築
用
木
材
供
給・利
用
強
化
対
策
〉

　
木
材
利
用
促
進
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、都
市
部
に
お
け
る
木
材
利
用
の
強
化
等
の
た
め
、建
築
用

木
材
の
利
用
の
実
証
、大
径
材
活
用
に
向
け
た
技
術
開
発
、製
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ（
直
交
集
成
板
）等
の
建

築
物
へ
の
利
用
環
境
整
備
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、引
き
続
き
注
視
が
必
要
な
木
材
需
給
動
向

に
対
応
す
る
た
め
の
需
給
情
報
の
共
有
、地
域
ご
と
の
生
産・流
通
の
課
題
解
決
の
取
組
等
を
支
援

し
、建
築
用
木
材
の
供
給
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

区分 ３年度
予算額

４年度
概算決定額

Ａ

3年度
補正追加額

B

A＋B

億円 億円 億円 億円

公共事業費 1,969 1,972 1,019 2,991
（対前年度比） （100.2%） （151.9%）

　一般公共事業費 1,866 1,869 767 2,636
（対前年度比） （100.1%） （141.2%）

　　治山事業費 619 620 306 926
（対前年度比） （100.1%） （149.5%）

　　森林整備事業費 1,247 1,248 461 1,709
（対前年度比） （100.1%） （137.1%）

　災害復旧等事業費 103 103 252 356
（対前年度比） （100.6%） （346.0%）

非公共事業費
（対前年度比）

1,064 1,013 223 1,236
（95.2%） （116.1%）

合計
（対前年度比）

3,033 2,095 1,242 4,227
（98.4%） （139.4%）

林野関係予算の概要 令和３年12月

（注） 1	 上記のほか、農山漁村地域整備交付金及び農山漁村振興交付金に、林野関係事業を措置している。
　　 2	 金額は、関係ベース。デジタル庁計上の政府情報システム予算を含む。
　　 3	 計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。
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〈
木
材
需
要
の
創
出・輸
出
力
強
化
対
策
〉

　
非
住
宅
建
築
物
の
木
質
化
の
効
果
の
検
証・発
信
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
た

め
の
地
域
の
体
制
づ
く
り
、木
材
製
品
の
輸
出
の
推
進
等
に
よ
る
木
材
利
用
の
拡
大
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、国
別・地
域
別
の
合
法
伐
採
木
材
関
係
情
報
の
提
供
等
を
実
施
し
ま
す
。

〈
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
国
民
運
動
展
開
対
策
〉

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、植
樹
等
の
森
林
づ
く
り
や
木
材
利
用
を
国
民
運
動
と
し

て
進
め
て
い
く
た
め
、企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、森
林
空
間
利
用
の
促
進
、

建
築
物
等
で
の
木
材
利
用
拡
大
の
機
運
醸
成
に
係
る
取
組
等
を
展
開
し
ま
す
。

木
材
産
業
国
際
競
争
力・製
品
供
給
力
強
化
緊
急
対
策    　

 
 【

３
補
正：４
９
５
億
円
】

　　
合
板・製
材・構
造
用
集
成
材
等
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、加
工
施
設
の
大
規
模
化・高

効
率
化
や
輸
出
向
け
等
の
高
付
加
価
値
品
目
へ
の
転
換
、路
網
整
備
や
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、

搬
出
間
伐
、再
造
林
、エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
苗
木
の
生
産
施
設
整
備
、木
材
製
品
等
の
輸
出
促
進
、

非
住
宅
分
野
の
木
造
化
等
の
推
進
に
よ
る
木
材
製
品
の
消
費
拡
大
等
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、今
般
の
木
材
不
足・価
格
高
騰（
い
わ
ゆ
る
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
）へ
の
対
応
と
し
て
製
品
の

供
給
力
増
大
の
た
め
の
乾
燥
施
設
の
能
力
向
上
等
や
、国
産
の
製
品
等
へ
の
転
換
促
進
等
を
支
援

し
ま
す
。

「
緑
の
人
づ
く
り
」総
合
支
援
対
策   　
　

  【
４
当
初：48
億
円
、３
補
正：３
億
円
】

　　
林
業
へ
の
新
規
就
業
者
の
育
成・定
着
に
向
け
た
研
修
、就
業
前
の
青
年
に
対
す
る
給
付
金
の
支

給
、高
校
生
や
社
会
人
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、現
場
管
理
責
任
者
等
の
育
成
や
技
能

検
定
制
度
の
創
設
、森
林
経
営
管
理
制
度
を
担
う
技
術
者
の
育
成
等
を
支
援
し
ま
す
。

森
林・山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策    　

   　
　

          

【
４
当
初：14
億
円
】

　　
森
林・山
村
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
や
山
村
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、地
域
の
活
動
組
織
が

実
施
す
る
森
林
の
保
全
管
理
、森
林
資
源
の
利
用
、関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る
取
組
等
を
支
援
し
ま

す
。シ

カ
等
に
よ
る
森
林
被
害
緊
急
対
策
事
業    　
　

         【
４
当
初：１
億
円
】

　　
シ
カ
被
害
を
効
果
的
に
抑
制
す
る
た
め
、広
域
的
な
捕
獲
へ
の
支
援
、林
業
関
係
者
に
よ
る
捕
獲

効
率
向
上
対
策
の
横
展
開
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
新
技
術
等
の
開
発・実
証
、国
有
林
野
に
お
け
る

国
土
保
全
の
た
め
の
捕
獲
事
業
の
実
施
と
と
も
に
、ノ
ウ
サ
ギ
被
害
対
策
の
実
証
を
実
施
し
ま
す
。

＜対策のポイント＞　カーボンニュートラルを見据えた森林・林業・木材産業によるグリーン成長を実現するため、「新しい林業」経営
モデルの構築、路網の整備、間伐や再造林、木材加工流通施設の整備、「林業イノベーション」の推進、都市部における木材利用の強化、
輸出を含む新たな需要の創出、国民運動の展開等、川上から川下までの取組を総合的に支援します。

＜政策目標＞　国産材の供給・利用量の増加（31百万m3 ［令和２年度］→ 42百万m3 ［令和 12年度まで］）

　森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策
【令和４年度予算概算決定額　11,563（12,239）百万円】

【令和４年度予算概算決定額（デジタル庁計上）　93（74）百万円】
（令和３年度補正予算額　49,482百万円の内数、デジタル庁計上22百万円）
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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

奥
球
磨
地
域
の
概
要

　

日
本
三
急
流
の
一
つ
熊
本
県
球
磨
川
の
上
流
域
に
位
置

す
る
湯ゆ

の
ま
え
ま
ち

前
町
と
水み
ず
か
み
む
ら

上
村
は
、
奥
球
磨
と
呼
ば
れ
、
標
高
１
，

７
２
１
メ
ー
ト
ル
の
市い

ち
ふ
さ
や
ま

房
山
を
背
に
し
て
、
林
業
を
基
幹
産

業
の
一
つ
と
す
る
山
間
地
域
で
す
。
約
２
万
１
千
ha
の
森
林

を
生
産
基
盤
と
し
て
盛
ん
に
保
育
事
業
や
素
材
生
産
事
業
を

行
い
、
丸
太
生
産
量
は
約
13
万
㎥
／
年
を
誇
り
ま
す
。
人
口

熊
本
県
奥
球
磨
地
域

森
林
の
公
的
管
理
と
球
磨
ス
ギ・ヒ
ノ
キ
の

高
付
加
価
値
化
に
よ
る
地
域
林
業
再
興
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

管理された森林（湯前町町有林）

市房山の大杉（水上村）

市場ニーズをふまえた木材の供給

・	

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

・	

新
規
需
要
の
開
拓

奥球磨みらいのもり創造協議会 

消費者・
需要者

・	
林
業
事
業
体
と
高
度
な
人
材
の

育
成

・	

再
造
林
１
０
０
％

・	

大
径
材
の
高
付
加
価
値
化

・	

国
産
無
垢
Ｊ
Ａ
Ｓ
供
給

・	

地
域
課
題
で
あ
る
バ
ー
ク
処
理

SCM

利益の還元

奥球磨からのチャレンジ

林業 · 木材産業の再興

森　林
所有者

経営意欲の喚起

地域の関係者で実現する将来像
■	「行政」と「意欲と能力のある林業
経営体」が担う森林の管理、経営
体制の確立
■	森林から得られる利益の山元還
元の最大化
	（大径化する球磨スギ・ヒノキの
高付加価値化）

素材生産 製造加工 販　売

【対策１】公的関与による持続可
能な資源供給に向けた環境整備

【対策２】大径材の需要促進と地
域内における「トータル林業化」

【対策３】「もり」を支える人材育
成
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近
年
地
域
内
の
製
材
業
は
衰
退
傾
向
に
あ
り
、
多
く
の
原
木

（
丸
太
）
が
、
地
域
外
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
資
源

を
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
、
素
材
生
産
さ
れ
た
原
木
の
地
域

内
製
材
割
合
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
需
要
者
ニ
ー
ズ
や
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
理
解
し
、

そ
れ
ら
に
対
応
し
た
製
材
品
を
生
産
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
製
材
品
の
付
加
価
値
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各

種
製
品
の
製
造
方
法
や
供
給
体
制
等
を
改
善
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
現
在
ま
で
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
機
械
等
級
区
分
構
造
用
製
材

の
供
給
や
木
材
乾
燥
法
の
改
善
に
よ
る
新
規
製
造
方
法
を
開

発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
地
域
内
の
製
材
工
場
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
、
県
内
外

の
公
共
建
築
な
ど
へ
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
一

般
的
に
は
高
価
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
で
す
が
、
木
材
乾
燥
法
の
改
善

等
に
よ
り
効
率
化
を
図
り
、
現
実
的
な
価
格
で
の
供
給
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
九
州
南
部
で
顕
在
化
し
て
い
る
大
径
化
問
題
に
対

６
千
人
程
の
自
治
体
規
模
の
実
績
と
し
て
は
全
国
的
に
も
最

高
水
準
の
林
業
隆
盛
地
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

	
奥
球
磨
み
ら
い
の
も
り

創
造
協
議
会
の
取
組

　
こ
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
継
続
的
に
維
持
し
な
が
ら
最
大

限
に
利
活
用
す
る
こ
と
が
、
雇
用
の
創
出
な
ど
を
通
じ
た
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
過
疎
化
傾
向
に
あ
る
郷
土
の
未

来
創
造
に
多
大
に
寄
与
す
る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
地
域
内
の
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
、
都
市

部
消
費
地
の
流
通
業
者
、
地
元
自
治
体
と
共
に
「
奥
球
磨
み

ら
い
の
も
り
創
造
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
一
気
通
貫
の
木

材
の
供
給
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
に
は
国
の

林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
へ
の
選
定
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
内
で
は
、
旺
盛
な
素
材
生
産
が
あ
り
な
が
ら
、
伐
採

後
に
は
着
実
に
再
造
林
が
行
わ
れ
、
高
い
再
造
林
率
を
誇
り

ま
す
。
１
０
０
％
の
再
造
林
を
目
指
し
、
ま
た
林
業
の
担
い

手
の
育
成
や
労
働
環
境
の
改
善
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
木
材
製
品
の
付
加
価
値
を
高
め
、
消
費
者
な
ど
か

ら
の
評
価
の
向
上
と
、
利
益
を
山
元
に
還
元
す
る
こ
と
で
山

林
所
有
者
の
林
業
経
営
へ
の
意
欲
の
喚
起
を
目
論
ん
で
い
ま

す
。

地
域
材
の
高
付
加
価
値
化
へ
向
け
た

取
組

　
地
域
内
で
は
素
材
生
産
は
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、

応
す
る
た
め
、「
丸
太
状
熱
処
理
併
用
複
合
乾
燥
法
を
用
い
た

芯
去
り
製
材
法
」
を
開
発
し
、
優
れ
た
品
質
の
美
し
い
化
粧

用
材
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
製
法
の
技
術
と
生
産
さ
れ

た
各
種
商
品
が
、ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
は
じ
め
と
す
る
数
々

の
賞
を
い
た
だ
き
、
多
方
面
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
木
材
製
品
は
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
関
連
施
設
や
公
共
建
築
物
、

有
名
企
業
の
社
屋
や
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

　
令
和
２
年
７
月
の
豪
雨
で
は
、
球
磨
川
が
氾
濫
し
て
多
大

な
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
65
名
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し

た
。
球
磨
川
上
流
の
奥
球
磨
地
域
で
は
、
中
流
域
や
下
流
域

と
比
較
し
て
浸
水
被
害
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
令
和
３
年

の
年
初
時
点
で
は
鉄
道
の
復
旧
も
目
処
が
立
た
ず
、
山
地
に

お
い
て
も
随
所
で
流
さ
れ
た
林
道
な
ど
の
復
旧
未
完
了
箇
所

が
多
数
あ
り
ま
す
。
幸
い

林
業
関
係
者
な
ど
の
懸
命

な
努
力
の
結
果
、
本
事
業

に
お
け
る
素
材
供
給
に
は

支
障
が
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
事
業
が
早
期
復
興
へ

の
一
助
と
な
る
べ
く
鋭
意

努
め
て
い
ま
す
。

大径丸太の熱処理施設

氾濫した球磨川と浸水した球磨村（西日本新聞社撮影）
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四
国
森
林
管
理
局 

治
山
課

　四国森林管理局は、四国の
脊梁山地を中心に分布してい
る国有林約 18 万 ha を所管し
ています。森林の区分は、暖
温帯林から亜寒帯林にわたり、
低地のシイ・カシ林から標高が
高くなるにつれてモミ・ツガ林、
ブナ林、シラベ林など、多様
な森林で構成されています。
　当局では、治山ダム工事、
地すべり防止工事、保安林整
備等を通じて、森林の公益的
機能の高度発揮に努めていま
す。

は
じ
め
に

　

吉
野
川
は
、
高
知
県
吾あ

が
わ川

郡
い
の
町
の

瓶か
め
が
も
り

ケ
森
（
標
高
１
，８
９
７
ｍ
）
に
源
を
発
し
、

四
国
山
地
を
東
に
横
断
し
な
が
ら
徳
島
平
野

か
ら
紀
伊
水
道
に
注
い
で
い
ま
す
。
流
域
は

四
国
４
県
、
12
市
14
町
２
村
に
跨
が
り
、
延

長
は
１
９
４
㎞
、
流
域
面
積
は
３
，
７
５
０

㎢
と
、
四
国
の
約
２
割
を
占
め
て
お
り
、
利

根
川
の
「
坂
東
太
郎
」、
筑
後
川
の
「
筑
紫
次

郎
」
と
並
び
、「
四
国
三
郎
」
と
称
さ
れ
る
日

本
で
も
洪
水
な
ど
の
水
害
が
多
い
暴
れ
川
と

し
て
有
名
で
す
（
図
１
）。

　
上
流
部
の
徳
島
県
三
好
市
と
高
知
県
大
豊

町
と
の
県
境
付
近
は
、
急
峻
で
起
伏
に
富
ん

だ
地
形
で
、
地
質
も
も
ろ
く
、
古
く
か
ら
山

腹
崩
壊
や
地
す
べ
り
な
ど
の
山
地
災
害
が
数

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 民

有
林
直
轄
治
山
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
！

～
徳
島
県
と
高
知
県
に
跨
が
る
吉
野
川
上
流
地
区
～

平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
被
害

　
平
成
30
年
６
月
28
日
か
ら
７
月
８
日
に
か

け
て
大
雨
と
な
っ
た
平
成
30
年
７
月
豪
雨（
西

日
本
豪
雨
）
は
、
全
国
で
死
者
が
２
６
０
名

を
超
え
る
な
ど
、
極
め
て
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
各
地
で
は
河
川
の
氾
濫
や

山
腹
の
崩
壊
が
多
発
し
ま
し
た
。

　
四
国
地
方
に
お
い
て
も
、
総
雨
量
が
１
，

８
０
０
㎜
を
超
え
る
地
域
が
出
る
な
ど
、
記

録
的
な
雨
量
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
吉
野

川
の
上
流
部
で
は
７
月
６
日
か
ら
７
日
に
か

け
て
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
に
よ
り
豪
雨
が

長
時
間
継
続
し
、
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
や
荒

廃
渓
流
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
大
豊
町
で
は
、
山
腹
崩
壊
し
た
土
砂
が
流

出
し
、
高
知
自
動
車
道
の
立
川
橋
が
崩
落
し

た
（
写
真
）
ほ
か
、
各
地
で
公
道
や
林
道
が

被
災
し
、
通
行
が
寸
断
さ
れ
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。

隠岐諸島

大分県

宮崎県

熊本県

福岡県

岡山県

広島県

島根県

山口県

愛媛県

徳島県

香川県

高知県

吉野川

四万十川

仁淀川

瓶ヶ森
剣山石鎚山

愛媛署

嶺北署

高知中部署

安芸署

四万十署

四国
森林管理局

徳島署

香川署

取 組
国有林野事業の

管内概要

所 在 地 高知県高知市丸ノ内１丁目３番 30 号

区 域 面 積 	 188 万	ha

うち森林面積 	139.9 万	ha	（森林率 74%）

うち国有林野 	 18.3 万	ha	（国有林率 13%）

所 管 区 徳島県、香川県、愛媛県、高知県

基礎
データ
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民
有
林
直
轄
治
山
事
業
の
着
手

　
災
害
が
発
生
し
て
間
も
な
く
、
徳
島
県
及

び
高
知
県
に
よ
り
被
災
箇
所
の
復
旧
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
被
災
地
域
に
は
山
腹
崩
壊

等
に
よ
り
堆
積
し
た
多
量
の
不
安
定
土
砂
が

存
在
し
て
い
た
た
め
、
今
後
の
降
雨
で
崩
壊

地
が
拡
大
、
土
石
流
が
発
生
し
、
人
家
や
国

道
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
両
県
で
は
、
被
災
地
域
の
一
体
的
か
つ
早

期
復
旧
に
向
け
て
、
現
地
で
の
検
討
や
有
識

者
を
交
え
た
技
術
検
討
会
が
重
ね
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
大
規
模
な
復
旧
事
業
と
な

る
上
、
施
工
条
件
が
厳
し
く
、
高
度
な
技
術

が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
令
和
２
年
７

月
、
両
県
知
事
か
ら
農
林
水
産
大
臣
に
対
し

て
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
を
実
施
す
る
よ
う

要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
局
で
は
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
直
轄
治
山
事
業

の
成
果
を
評
価
い
た
だ
き
、
当
局
の
事
業
実

施
に
期
待
い
た
だ
い
た
も
の
と
有
り
難
く
感

じ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
事
業
の
実
施
に

向
け
て
、
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
事
業
の
必
要
性
を
審
査
さ
れ
る
事
業
評
価

で
は
、
適
切
か
つ
効
率
的
な
計
画
で
あ
り
、

採
択
基
準
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
た
た
め
、
令
和
３
年
度
か
ら
、
吉
野
川

上
流
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
に
着
手
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
２
県
に
跨
が
る
民

有
林
直
轄
治
山
事
業
は
、
先
月
号
で
紹
介
し

た
新
潟
県
と
長
野
県
に
跨
が
る
姫
川
地
区
に

加
え
２
つ
目
と
な
り
ま
す
。

事
業
内
容
と
実
施
体
制

　
今
回
事
業
に
着
手
し
た
吉
野
川
上
流
地
区

は
、
徳
島
県
側
が
三
好
市
の
白
川
、
根
津
木
、

粟
山
、
大
池
の
４
区
域
、
高
知
県
側
が
大
豊

町
の
浦
の
谷
、
立た

じ
か
わ川

上か
み
み
ょ
う名、

立た
じ
か
わ川

下し
も
み
ょ
う名、

仁

尾
ケ
内
の
４
区
域
か
ら
な
り
、
合
計
面
積
は

１
，０
９
１
ha
と
な
り
ま
す
（
図
２
）。
主
な

事
業
と
し
て
、
山
腹
緑
化
工
36
．９
ha
、
治
山

ダ
ム
の
渓
間
工
72
基
、
護
岸
工
延
長
２
１
５

ｍ
、
流
路
工
延
長
１
７
０
ｍ
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
期
間
は
、
令
和
12
年
度
ま
で
の
10
年

間
、
総
事
業
費
は
58
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
事
業
実
行
の
拠
点
と
な
る
吉
野
川
上
流

治
山
事
業
所
は
、
嶺
北
森
林
管
理
署
南み

な
み
こ
が
わ

小
川

治
山
事
業
所
と
の
合
同
事
業
所
と
し
て
、
大

豊
町
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
当
局
で
は
現
在
、
直
轄
地
す
べ
り
防
止
事

業
と
し
て
祖い

や
が
わ
谷
川
地
区
、
南
小
川
地
区
、
阿

津
江
地
区
の
３
地
区
を
、
民
有
林
直
轄
治
山

事
業
と
し
て
奈
半
利
川
地
区
の
１
地
区
を
実

行
中
で
す
が
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
全

て
の
地
区
で
被
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
治

山
事
業
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
早
期
復
旧
に
向
け
た
両
県
及
び
地
元
市
町

の
強
い
思
い
を
受
け
て
今
回
着
手
し
た
本
事

業
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
地
域
の
安
全・

安
心
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

写真

図 1

図 2

高知自動車道及び周辺部の被災状況
（高知県大豊町）

地質図

事業区域
（全８区域）

一級河川
吉野川

事業箇所

（上り線）

（下り線）
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ミ ス 日 本 み ど り の 女 神

小
こ ば や し

林 優
ゆ う き

希

　　

は
、ど
れ
も
本
当
に
素
敵
な
も
の
で
し
た
。

つ
い「
行
っ
て
み
た
い
！
」「
自
宅
に
飾
り

た
い
！
」「
こ
れ
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
な
」

な
ど
と
、自
身
の
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と

ば
か
り
を
想
像
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

こ
の
度
、入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
、本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

ま
た
、同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、日
本
の
森
林

を
大
切
に
守
っ
て
い
こ
う
と
日
々
奮
闘
さ
れ

て
い
る
方
々
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
で
活

動
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。老
若
男
女
、世

代
を
問
わ
ず
様
々
な
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
の
で
す
が
、中
で
も
同
い
年
で“
木
育
”を

テ
ー
マ
に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
が
Ｖ
Ｒ
で
森

林
の
中
を
体
験
す
る
ブ
ー
ス
を
開
い
て
い
た

こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。私
自
身
が
、同
世
代

に“
森
林
”と
い
う
日
本
文
化
の
大
切
さ
を
広

め
て
い
く
と
い
う
役
目
を
担
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、同
い
年
の
方
が
似
た
分
野
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
の
を
知
る
こ
と
が
出
来
、と
て
も

嬉
し
か
っ
た
の
で
す
。

１
９
１
点
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。会
場
内

に
は
、入
賞
作
品
の
い
く
つ
か
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。ど
の
作
品
に
も
木
の
温

も
り
や
強
さ
な
ど
、木
が
持
っ
て
い
る
良

い
特
徴
を
活
か
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
数
多

く
見
受
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
部
門
、ハ
ー
ト
フ
ル
デ
ザ

イ
ン
部
門
、そ
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ

ン
部
門
の
各
部
門
で
、優
れ
た
建
築
や
空

間
、建
材
・
部
材
、木
製
品
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、技
術
・
研
究
と
さ
れ
た
入
賞
作
品

▲木の特徴を活かした様々な作品に出会いました

▲表彰式の様子

木
で
暮
ら
し
と
社
会
を
豊
か
に

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
の
表
彰
式
に
参
加

　

12
月
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
エ
コ

プ
ロ
２
０
２
１
が
開
催
さ
れ
、同
会
場
で
開

か
れ
た
第
7
回
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
の
表

彰
式
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
は
、木
で
暮
ら
し
と

社
会
を
豊
か
に
す
る
モ
ノ
・
コ
ト
を
表
彰

し
、国
内
外
に
発
信
す
る
た
め
の
顕
彰
制
度

の
こ
と
で
す
。今
年
度
は
、な
ん
と
４
３
３

点
も
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
、そ
の
う
ち
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▲長野の森林の歴史を知るため、御料館（旧帝室林野局木曽支局庁舎）を訪問

年
末
は
取
材
で
長
野
県
と

岐
阜
県
に
訪
問

　

12
月
下
旬
に
は
、長
野
県
の
上
松
町
と
岐

阜
県
の
白
川
村
を
訪
れ
ま
し
た
。こ
の
度
、

「
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

－

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
．ｊ
ｐ 

人

と
森
と
。フ
ォ
レ
ス
ト
ス
タ
イ
ル
」と
い
う

サ
イ
ト
に
記
事
を
寄
稿
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
取
材
の
た
め
で
す
。

「
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

－

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
．ｊ
ｐ 
人

と
森
と
。フ
ォ
レ
ス
ト
ス
タ
イ
ル
」に
は
、森

に
関
す
る
特
集
や
全
国
各
地
で
行
わ
れ
る

森
林
に
関
す
る
取
組
を
Ｐ
Ｒ
す
る
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。私
は
、観
光
客
に
近

い
目
線
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
取
組
を
見

て
、感
じ
た
こ
と
を
記
事
に
す
る
機
会
を
い

た
だ
い
た
の
で
す
。

　

訪
問
し
た
ど
ち
ら
の
地
域
も
森
林
サ
ー

ビ
ス
産
業
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
、そ
れ
ぞ

れ
に
沢
山
の
魅
力
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
ら

の
魅
力
に
つ
い
て
は
下
記
の
サ
イ
ト
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。皆
さ
ま
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、そ
し
て

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
書
い

て
い
き
ま
す
！

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

－

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
．ｊ
ｐ 

人
と
森
と
。フ
ォ
レ
ス
ト
ス
タ
イ
ル

https://forest-style.jp/

連
載
の
最
終
回
を
迎
え
て
ご
挨
拶

　

最
後
に
、私
の「
み
ど
り
の
女
神
が
行

く
！
」の
連
載
は
、

こ
の
1
月
号
が
最

後
に
な
り
ま
す
。昨

年
の
3
月
に
7
代

目
の
み
ど
り
の
女

神
に
就
任
し
て
以

来
、全
9
回
に
渡
っ

て
連
載
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
と
に
か
く
楽
し

か
っ
た
！
」、こ
の

言
葉
に
尽
き
ま
す
。

　

就
任
当
初
は「
日

本
の
林
業
を
広
め

て
い
き
た
い
」と
意

気
込
ん
で
い
た
私
。当
初
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

た“
林
業
”は
川
上
の
こ
と
ば
か
り
で
、実
際

に
ど
う
す
れ
ば
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
の
か
と
頭
を
悩
ま
せ
て
ば
か
り
で
し
た
。

し
か
し
、全
国
各
地
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
を
い
た
だ
い
て
か
ら
は
、林
業
界
の

幅
の
広
さ
を
知
り
、興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

糸
口
を
見
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
連
載
で
は
、“
森
林
”や“
林
業
”と

い
う
テ
ー
マ
を
通
し
て
、素
人
の
私
が
拙
い

言
葉
な
が
ら
に
も
皆
さ
ん
に
手
紙
を
送
る

よ
う
な
気
持
ち
で
、毎
回
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。時
に
は“
情
報
誌「
林
野
」”を

通
じ
て
私
の
こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
か
ら
、手
紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、そ
の
温
か
い
お
言
葉

に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
は
み
ど
り

の
女
神
の
Ｏ
Ｇ
と
し
て
、い
つ
か
は
林
業
界

に
恩
返
し
を
出
来
る
よ
う
励
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

▲岐阜県白川村にてひらせ温泉キャンプサイトの坂本磨紀さんと
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４月号
・	国有林がストリートビューで楽しめる
ことは知りませんでした。素敵ですね。
・	林業高校生の存在を知りませんでし
た。日本の豊かな森林資源を衰退から
再生、復活へと挑む若い力に希望を感
じました。

９月号
・	お薦め国有林の取り組み、いいですね。
ガイドブックを手に入れてキャンプに
行ってみたいと思いました。

10月号
・	特集のウッドチェンジは、今後
も是非継続的に特集して頂きた
いです。木造ビルのメリットの
みならず、デメリットや改善が
必要な点等を幅広く教えて頂
きたいです。

ご意見等
・	字が小さいため読みづらい。
・	専門分野に加えてもっと国民目線の話題を取り上げて欲しい。
・	林業に携わる若者や女性の活躍を取り上げて欲しい。
・	ウッドショックで見えてきた日本の林業・林産業の問題点とそ
の解決策について取り上げてほしい。

５月号
・	今回の特集「現在に活きる森林鉄道」は非常におもしろく関心が持てました。国有林野事業は歴史が古いことからこのような遺産的な歴史的価値のあるモノや資料が多くあると推測します。ぜひ整理し紹介していただきたいと思います。

６月号
・	杉のエリートツリーだけではなく、広葉樹等
の他樹種のエリートツリーの検討もして頂き
たいです。
・	エリートツリーの記事を興味深く拝読しまし
た。形質の良い木を活用する取り組みは非常
に良いと思いますが、時間が掛かり過ぎるの
で、もっと加速できないのでしょうか。

８月号
・	近畿中国森林管理局が取

り組んでい

る三次元点群データは、最
新の技術

や道具を森林管理に応用で
きないか

と、模索している感じが伝
わり、非

常に興味深く拝読しました
。

７月号
・	特集２の朝ドラ「おかえり
モネ」は、毎日欠かさず見
ているので、親しみが湧い
て良い企画でした。続編を
希望します。

各号の記事に関して頂いた


